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【交通事故発生状況】（令和元年～令和５年の各年４月）

○　令和５年は令和４年と比べ、歩行者・自転車事故が大きく増加し

○　令和５年は、40歳代と65歳以上の発生が大きく減少して

　いるが、60～64歳の事故の増加が目立っている。　　他の時間帯の発生は、同件もしくは減少している。
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平均

 　占めている。道道での事故は令和４年を大きく下回っている。

東交通安全情報No.２ 「東警察署管内」交通事故実態（４月）

５年
　令和５年は、前年と比べ傷者数は同数であるが、発生件数は

　 令和４年４月午後7時台に道路横断中の高齢女性×普通

乗用自動車の交通死亡事故が発生している。

人身交通事故の主な特徴（令和５年と令和４年の４月中）

死　者　数

物件事故

○　令和５年令和４年ともに市街地における交差点での事故が
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人身事故・物件事故ともに減少している。

区分/年別 ２年
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３年 ４年令和元年

56 24 45

○　令和５年は令和４年と比べ、信号無視・一時不停止の交通違反か

387 501 2,024 405

人身発生件数

1

   多く、令和５年の交差点事故は全体の64.6%である。　　

○　令和５年令和４年ともに、市道での事故が多く、全体の約70.8%を
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 令和４年

　ているが、車両同士の事故は減少している。

○ 　令和５年は令和４年と比べ、12時～14時、22時～２時が増加、

傷　者　数
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　らの事故の発生が増加しており、飲酒による事故も発生している。
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【時間別】
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【地形別】
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【事故類型別】
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【１当違反別】
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【道路別】
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【年齢別】

歩 行 者 保 護 に 努 め ま し ょ う


